
発生日 令和５年３月１１日（土） 

被害者 下松市居住のＡさん（７０歳代、男性） 

 

                        令和５年３月１５日 

    

 
  

Ａさんが自宅のパソコンでインターネットを利用中、突然、 

ウイルスに感染した 

という警告画面が表示された。 

Ａさんが、警告画面に表示されていた連絡先に電話すると、 

 

身近なところから｢防犯力強化｣を！～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

（担当）生活安全企画課 

山口県内の犯罪オープンデータ、交通事故データ、不審者情報等はこちらから 

  山口県オープンデータカタログサイト（URL:https://yamaguchi-opendata.jp/www/） 

至急セキュリティソフトを入れないとあなたのパソコンが壊れます。 

これを解決するため、電子マネーを５万円分購入してください。 

被害状況 

 番号が違います。 

● 店員から使い道を聞かれたら「アプリ代です」、「ゲーム用

です」と言って。 

● 教えてもらったカードの番号が違います。もう一度カード

を買ってきて。 

● お金は後で戻ってきます。 

等と言われ、Ａさんは最寄りのコンビニエンスストアで電子マネー

カードを購入し、コード番号をパソコンに入力したが、 

等と言われ、繰り返し電子マネーカードを購入するよう指示され、

合計２０万円分の電子マネー利用権をだまし取られたもの。 

片言の日本語 

警告画面が出ても、画面の指示に従わず、連絡先に電話をかけない！ 

電子マネーの番号を聞き出すのは詐欺犯人！ 

https://yamaguchi-opendata.jp/www/

